

















































































































































当センターの参加研修生の総数（99年度）は 20名（男 2名、女児名）、勤務校所在地は 8名
がバンコクで、 12名がバンコク以外である。詳細は［表1] ［表2] ［表3］を参照されたい。
表1 年齢構成 表2 タイでの担当科目 表3 日本語能力試験
年齢 人数 科目 人数 級別 人数
25～ 29歳 。 英語 15 3級合格 2 
30～ 34歳 タイ語 3級不合格 3 
35～ 39歳 14 美術 4級合格 12 















































年 度 1996 （第 1期） 1997 （第2期） 1998 （第3期） 1999 （第4期）
交通：東京見学 交通：東京見学 交通：東京見学 買物交通：東京見学
トピック名
生活：埼玉体験 生活：ホームステイ 食べ物：料理大会 食生活：タイ料理
（実施した
学校：高校訪問 環境：山形訪問 生活：ホームステイ 教育：高校訪問
プロジェクト名）（8)
食生活：料理大会 教育：高校訪問 教育：高校訪問 発表：発表会
研修総時間（h) 79 h 108 h 111 h 109 h 
Aプロジェクト時間 67 h 92h 85 h 68 h 
Bアシスタント
32 h (11回） 27 h (9回） 27h (9回） 32 h (12囲）
参加時間




4 9人 5 -12人 10 -12人
異なり人数 20人 14人 28人 37人
延べ人数 74人 57人 83人 132人
ボランテイア 15人 ボランテイア 35人



































ブロジヱクト 日本語でのコミュニケーショ 教室外 方を教えながらグループ別にタイ料
実施 ンができるようにし、日本語 理を作る。できた自分のグループの



























表6 アシスタントに話している時（質問 1) 表 7 アシスタントの日本語を聞いている時（質問2)
質 間 回答 人数 質 問 回答 人数
a.どんな言葉で話 いつも日本語 16 a.授業で勉強した はい 19 
したか ときどき英語 4 言葉を多く開い いいえ 。
いつも英語 。 たか 無回答
b.授業で勉強した はい 20 b.日本人の話すこ はい 15 
をイ吏ったか いいえ 。 とが大体わかっ いいえ
c.わからない言葉 苦い換えた 14 たか 無回答 4 
がある時どうし 英語を使った 15 c.日本語がわから 繰り返してもらった 20 
たか ゼスチャーを使った 19 ない時どうした 英語で確かめた 14 
（複数回答可） 話題を変えた 4 か わかったふりをした 7 














































質 間 回答 人数 人数
このようなプロジェクト はい 17 →何を？ 買い物に行く 10 
を自分の授業にとりいれ （複数回答可） 料理を作る 10 
たいか レシピを書く 8 







質 問 回答 人数 理由（自由記述） 人数
一緒に料理を はい 17 アシスタントにタイ料理を教えることができたから 7 
作るのは楽し 日本語で話ができたから 5 
かったか タイ料理が食べられたから 4 
料理を作ることが好きだから
タイ料理と日本料理の違いが話せたから 1 

























回答 人数 理由 人数
















































































































ケーションー教室・ホームステイ・地域を結ぶもの－』 凡人社 23”37 
-65 
田 斗 れ 制 E 一繍 k v＼ 凡 Y i 首 湘 瀧 5 h叩
〉 E 岡 林 ・ 吾 （ 3 S ） 「 甲 骨 甜 鉢 胡 打 仕 ヰ 創 出 斗 れ 〉 寸 ぐ い 州 、 ～ γ 拙 〉 3 M 州 蹴 ～ い 判 器 、 一 昨 1 2
h 甘 や 遇 、 ） 料 開 神 ゆ 伊 什 打 i 」 『 国 品 川 拙 困 一 婿 仕 い ＼ 守 ！ 首 湘 潜 凶 ー 叩 」 コ z 凶
二 子 、 い ＼ E h 寸 場 ボ 言 （ 這 ∞ ∞ ） 「 口 川 い い 守 i 山 ＼ 出 幻 一 同 苗 δ 特 端 部 器 i
，
U 。 口 幻 い W 7 q i h y J い＼
ロ ー モ パ 判 。 ャ 、 ニ ヨ L 〉 洋
川 調 融 掛 （ 3 3 ） 「 守 よ 困 ↑ れ い ω 与 仰 い 出 科 部 側 片 時 、 ） 部 品 沖 山 高 時 」 西 蒲 刈 町 刊 附 w h N 回 一 背 部 困 惑 仕 旬 、 i
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































寸 い ＼ い N W Q 7 ゆ 拙 〉 「 汁 リ 。 口 に い k v γ q i w
